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東京女子医科大学看護学会第15回学術集会　特別講演
住み慣れた町で健やかに暮らし、安心して逝くために私たちができること
迫村　泰成
（牛込台さこむら内科　院長）
　父の診療所継承し 16 年が経過しました。以前は有床診療所でしたが、父の没後さまざまな事情か
ら病床を閉じ、一馬力無床診療所として再出発となりました。
　地域の開業医は外来診療のみならず、学校医、予防接種、健診などを通じて、地域住民と深く関わっ
ています。在宅医療も特別なことではなく、地域に関わる医師が自然に担う仕事という気持ちで始め
ました。私自身は、20 年間を本学循環器内科含め循環器専門医として急性期医療に身を置き、病院
では「治す」ことを使命とし昼夜を問わず働きました。そして生まれ育った場所で地域医療に携わる
中で在宅医療と出会い、さらに地域との深い結びつきを感じています。
　いつもの外来診療の中で高齢者は徐々に、または入院を契機に急に通院困難となります。実は医療
と介護を待つ方々が、医院の半径 500m 以内にたくさん住んでいます。大きな時代の流れの中で、
糖尿病、高血圧など生活習慣病、心血管疾患、悪性腫瘍が医療の大きな対象となり、更にそうした疾
患の延長線上に認知症・末期がん・慢性心不全・腎不全・COPD などを抱えた高齢者が想像を絶する
スピードで増加しています。地域に出てみると、多くの高齢者は決して「治らない」慢性疾患を複数
抱えつつ、さまざまに懸命に生活を営む姿を目の当たりにします。その方の人生が見えること、訪問
診療の醍醐味を感じる瞬間です。
　命を大切にし、その人らしく意思決定を尊重し生活を支援する。「その人らしく」・・・これを実
現するために、私たち医療者にできることはたいへん大きく重い。人生の終末期に、70％の方は意
思表示ができない状態であると言われています。とすれば、終末期に至る前に「人生の最終段階でど
のような関わりを望むか」折々に意向を尋ねておくことは重要な意味を持ちます。自己決定権（自
分で決める）という意識が得てして希薄な日本では、自分の意思よりも家族への配慮を優先してし
まう傾向があります。その人が「何を希望に生きているのか」を常に問いかけつつ、Advance Care 
Planning（ACP）を市民とともに行う姿勢が医療者には求められます。ACP を遂行するのは医師のみ
ならず、看護師、ケアマネ、介護士などあらゆる職種が関わり共有することで、より重層的な本人へ
のアプローチが可能となります。
　また、住み慣れた自宅での看取りを円滑に行うために、本人・家族の心構えの問題があります。病
院死が当たり前となり自宅で「人が亡くなること」に家族が耐え切れない場面に遭遇します。高齢者
が自宅で亡くなるのは自然なことであり決して怖いことではないという看取りの文化を地域で根付か
せていくために、学校医として小学校 6 年生の「がん教育」の中に「命の授業」を組み入れていく試
みをしています。
　時代は地域包括ケアへと舵を切りました。1 人の力で少子高齢化を支えるのは無理。医師、訪問看
護、ケアマネなど多くの医療者・介護者、そして行政が協力し市民を巻き込んだ総力戦です。みんな
の力を結集し、住み慣れた町で暮らし、そして人生の最期まで安心して暮らせる地域づくり。医療者
として、地域に飛び込んで、時代の流れを全力で泳いでみませんか？
